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令和 2 年 4 月 1 日より、診療報酬が改定となります。診療報酬本体としては、＋0.55％のプラス改訂と

なりました。臨床工学技士が関わる分野でもいくつか変更点があり、知っておく必要があるかと思います。 

人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、吸着式血液浄化法（エンドトキシン吸着）、カテーテルインターベン

ションなどで変更点があり、ロボット支援下内視鏡手術の保険適用の拡大などがあります。また、勤務医

の働き方改革に向けての取り組みや、情報通信機器を用いた診療の活用なども盛り込まれています。 

診療報酬改定の中で、臨床工学技士が関わっている一部を簡単に紹介します。詳細については、厚生労

働省ホームページを参照してください。 

   https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000106602.html 

持続緩徐式血液濾過 

持続緩徐式血液濾過は、次に掲げるいずれかの

状態の患者に算定できるとして、「末期腎不全の

患者、急性腎障害と診断された高度代謝アシドー

シスの患者、急性腎障害と診断された薬物中毒の

患者、急性腎障害と診断された尿毒症の患者」な

ど細かく適応が分かれており、実際に施行する場

合にはどれに当てはまるのか把握する必要があ

ります。 

人工腎臓 

人工腎臓については、エポエチンベータペゴル

製剤、HIF-PH 阻害剤が薬剤で明記されたほか、

導入期加算 2 が見直され、その施設基準の中に

「腎移植に向けた手続きを行った患者が前年に

3 人以上いること」と記され、より腎移植を推進

する取り組みが評価されるようになっています。 

また、新たに腎代替療法指導管理料が新設さ

れ、常勤医師か看護師が腎代替療法についての情

報提供を行った場合に、患者一人につき 2 回 500

点が算定できるようになっています。 
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催となりました。Y ボードのセッションでは釧根地

区 4 施設の若手技士の自己紹介から始まり、入職

してから現在に至るまでに感じた自身の悩みを非

常に客観的に分析していて、その悩みをどのように

解決するか目標設定を明確にされていました。他施

設の若手技士のみならず先輩技士も非常に参考に

なる講演でした。プレゼンテーションの技術もさる

ことながら、会場からの質問に対しても若手とは思

えないような堂々とした受け答えで、今後の活躍が

大いに期待できると確信しました。 

次に、釧根地区臨床工学技士会の特別講演として

元北海道科学大学教授の黒田聡先生より「地域医療

について」と題して講演いただきました。黒田先生

は西野学園時代から北海道科学大学まで長きにわ

たり教鞭をとられ数多くの教え子を輩出されてお

ります。その経験を活かし地域医療に必要な臨床工

学技士をどう育てるかについての講演に始まり、ご

自身も被災した北海道胆振東部大震災の経験から

元教授らしい発想で地域医療に臨床工学技士がど

のような形で貢献できるかを具体的な提案を交え

講演をいただきました。終了後は会場を移して若手

技士、ベテラン技士が和やかな雰囲気の中懇親会が

行われ Y ボードの目的が大いに達成できたと確信

いたします。最後に、ご多忙中のところ今回ご協力

いただいた釧根地区臨床工学技士会の皆様、ご講演

いただいた演者の皆様、参加していただいた皆様に

この場を借りて感謝申し上げます。 

（布施崇宏） 

Y ボードミーティングの様子 

ロボット支援手術の適応 

ロボット支援手術で提案があったもののうち、有

効性及び安全性が確認された下記の 7 つが新たに

適応となりました。 

1 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除） 

2 胸腔鏡下拡大胸腺摘出術 

3 腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術 

4 腹腔鏡下仙骨膣固定術 

5 縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術 

（頸部、胸部、腹部の操作によるもの） 

6 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 

7 腹腔鏡下腎盂形成手術 

経皮的冠動脈形成術の適応について 

 機能的虚血又は高度狭窄が存在することが確認

されていない病変に対する経皮的冠動脈形成術及

び経皮的冠動脈ステント留置術については、「循環

器内科又は心臓血管外科を担当する医師が複数名

参加するカンファレンス等により医学的な必要性

を検討すること。また、実施の医学的な必要性及び

検討の結果を診療録及び診療報酬明細書の摘要欄

に記載する。」と明記されるようになりました。 

 

吸着式血液浄化法 

エンドトキシン療法でその適応基準についての

変更があります。細菌検査はもちろんですが、18

歳以上では日本版敗血症診療ガイドラインに基づ

く quick SOFA のスコアや 18歳未満においては、

小児 SIRS 診断基準を満たすことなど、ガイドラ

インをもとにしており、適応を満たすのか技士も

しっかりと把握していく必要があります。 

 

 

令和元年 11 月 16 日（土）釧路赤十字病院にお

いて、第 3 回 Y ボードミーティングが開催されま

した。今回の Y ボードミーティングは地方開催第 2

弾として釧根地区臨床工学技士会の全面的なご協

力をいただき、秋セミナーの共催企画の形で開 
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令和 2 年 2 月 16 日（日）北海道建設会館におい

て、第 19 回卒後教育セミナーが開催されました。

今回のテーマは『手術室での術中モニタリング業務

を考えよう！』ということで、術中神経モニタリン

グ（IOM）について学びました。 

近年、脳・脊髄や神経に関与し神経損傷のリスク

がある手術症例においては何らかの IOM が適応と

されており、手術室に常駐する臨床工学技士が増加

している中で手術室業務の１つとして確立されつ

つあります。今回のセミナーでは、IOM 業務に携

わる 3 施設の臨床工学技士の方を講師に招き、業務 

 令和 2 年 2 月 15 日（土）旭川赤十字病院 講堂

におきまして「北海道手術室安全セミナーin 旭川」

が開催されました。 

本セミナーは、以前に、電気メス安全セミナーと

して開催されていたものであり、近年の医療安全に

対する意識の高まりを踏まえ、手術室の安全管理の

みならず、病院全体の医療安全という広義の話題を

取り扱うセミナーとして名称が変更されたセミナ

ーであります。 

札幌・函館・釧路・帯広・北見、そして旭川と道

内各地で開催されており、今回で 21 回目の開催と

なります。セミナーには市内の病院の手術室で働い

ている看護師や臨床工学技士ら約 30 名が参加され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のセミナーでは、旭川医科大学病院 手術部 

師長の山近真美先生から「旭川医科大学病院手術部

における安全の取り組み－看護師長の視点と認定

看護師の視点から考えること－」というテーマで 1

時間の講演をして頂きました。旭川医科大学病院で

実際に取り組んできた過程を含めて、写真入りのス

ライドで紹介して頂き、また、今なお取り組んでい

る点や問題点も含めて包み隠さず紹介していただ

きました。そのため、より身近で親近感のある話だ

ったと思います。講演していただいた内容を持ち帰

って、自施設の安全対策を考え直すのにはとても参

考になる内容でありました。続いて、エム・シー・

メディカル株式会社と日本メディカルネクスト株

式会社からのメーカープレゼンを挟んで、最後に横 

挨拶をする大宮会長 

浜市立大学附属病院 臨床工学部 山田二三歩先

生から「エネルギーデバイスの原理、サージカルス

モークの有害性について」講演して頂きました。電

気メスの基本的な原理から有害事象について大変

分かりやすく紹介していただきました。特に不適切

な対極板を用いてソフト凝固を使用し、対極板部位

で熱傷が起こったスライドは衝撃的な一枚でした。

また日ごろあまり気にしていなかったサージカル

スモークの有害性についても教えていただきまし

た。1 日の手術で発生するサージカルスモークの有

害物質の量はフィルターなしのたばこ 27～30 本分

に相当するとも言われているそうです。今後は排煙

装置などの義務化などもあるのかもしれませんね。 

最後になりましたが、講演頂いた先生方、ご協力い

ただいたメーカーの皆様には感謝申し上げます。 

（広報：澤崎） 

手術室安全セミナーの様子 
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◆RMニュース◆ 
 
＜大分県内の病院で医療ミス、 

            患者と和解成立＞ 

大分県内の病院が女性患者に細菌検査などの適

切な処理をせずに幹部が壊死して左脚切断に至っ

た医療ミスを巡り、女性が病院に約 7600 万円の損

害賠償を求めた訴訟は 18 日、大分地裁で和解が成

立した。 

原告側によると、病院が女性に解決金を支払う

ことで合意した。金額は非公表。代理人弁護士は

「深刻な被害を理解していただいた。迅速に解決

できてほっとしている」と話した。 

病院は取材に「コメントは差し控える」と答え

た。 

女性は 5 月に提訴した。訴状や病院の説明によ

ると、女性は糖尿病性の慢性腎不全で人工透析を

受けるために通院していた。昨年 9 月に左脚に傷

ができ、治療を続けたが悪化。同 10 月、転院先の 

 

議案２号議案 

 令和 2 年度北海道臨床工学技士会総会開催日に

ついて 

日付：令和 2 年 6 月 21 日（日） 

場所：KKR 札幌医療センター 

 

議案３号議案 

 支部導入における支部長任命について 

石狩支部 布施 崇宏（北海道泌尿器科記念病院） 

道北支部 脇田 邦彦（旭川赤十字病院） 

釧根支部 倉重 諭史（釧路赤十字病院） 

ｵﾎｰﾂｸ支部 好井 透（北見赤十字病院） 

十勝支部 村谷 拓（清水赤十字病院） 

空知支部 小林 勝（滝川市立病院） 

日胆支部 佐藤 光人（苫小牧日翔病院） 

後志支部 笹山 貴司（済生会小樽病院） 

道南支部 雲母 公貴（函館五稜郭病院） 

令和 2 年 3 月 19 日、理事会において以下の決議

がなされました。今回は、新型コロナウイルス感

染症の影響を受け、書面表決の形式をとらせてい

ただきました。 

 

議案１号議案 

 令和 2 年度事業および予算案について 

 

の立ち上げ話や実際どのように IOM を行っている

か講演頂きました。その後のパネルディスカッショ

ンでは IOM 中の麻酔管理やマニュアルの作成につ

いてなど活発な意見交換が行われました。ランチョ

ンセミナーでは、マシモジャパン株式会社『ROOT』

とコヴィディエンジャパン株式会社『INVOS』に

ついて各メーカーの方から機能や有用性について

講演頂き、午後からは日本光電工業株式会社の鳴海

先生より『IOM 装置の保守管理』について装置の

点検方法を講演頂きました。また、北海道臨床工学

技士会が現在作成中の IOM 業務指針について教育

委員会の山田先生、吉田先生より解説頂きました。

IOM に関する用語や原理などこれから業務に携わ

る方に必要な知識や、現在携わっている方にも明日

から使える項目がたくさん載せられており IOM 業

務を行うにあたり非常に頼もしい内容となってお

りました。 

最後に、講演頂いた先生方、教育委員会の皆様、

ご協力頂いたメーカーの皆様にセミナー開催への

感謝をここに申し上げます。 

（広報：小玉） 

卒後教育セミナーの様子 
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《メディカルオンライン学会誌 
無料閲覧サービスのご案内》 

 「北海道臨床工学技士会会誌」に掲載された過去の論文を

電子化し株式会社メテオが提供する文献検索サイト、メディ

カルオンラインで閲覧することが可能です。 

 

2020 年度アカウントについて（2021 年 3 月末日まで有効） 

 

学会様専用 ID：1100007199-05 

パスワード：itdeu5di 

 

当会雑誌名①：北海道臨床工学技士会会誌 

雑誌 URL： 

http://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=ey2rinsy 

 

 雑誌 URL へ接続しますと、北海道臨床工学技士会会誌の

アーカイブ画面へ遷移します。画面右側の会員認証欄に上記

専用 ID/パスワードを入力後、会誌の閲覧が可能となります。 

****************************************** 

2020 年 5 月 23 日（土）～24 日（日）（延期） 

2020 年 9 月 29 日（火）～30 日（水）（予定） 

「第 30 回日本臨床工学会」 

 会場 名古屋国際会議場 

http://www.congre.co.jp/jace30/ 

****************************************** 

2020 年 6 月 12 日（金）〜14 日（日） 

「第 65 回日本透析医学会学術集会」 

 会場 大阪国際会議場ほか 

https://site.convention.co.jp/65jsdt/ 

****************************************** 

2020 年 7 月 18 日（土）〜19 日（日） 

「第 20 回日本心臓植込みデバイス 

フォローアップ研究会」 

 会場 京都リサーチパーク 

http://pmfu.sakura.ne.jp/?page_id=2841 

****************************************** 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。ただ、今回

は、コロナウィルス感染拡大による中止や延期が

考えられます。詳細は公益社団法人 北海道臨床

工学技士会ホームページまたは各記載のwebサイ

トをご覧ください。 この度、平成 31 年度の臨床工学技士養成校卒業

生の会長賞が発表されました。今後、北海道の臨床

工学を支える仲間として、活躍されることを願って

おります。 

 

西野学園 札幌医学技術福士歯科専門学校 

 横山 歩香 様 

 

滋慶学園 北海道ハイテクノロジー専門学校 

 井上 百華 様 

 

吉田学園 医療歯科専門学校 

 工藤 遥 様 

 

北海道科学大学 

  淺野 陽菜 様 

別の病院で細菌による感染症が進行していること

が分かり、ももから下を切断する手術を受けた。 

病院はミスを認めて謝罪した。 

2019 年 11 月 19 日(火) 配信 大分合同新聞 
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北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 
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